
京都府⽴図書館 サービス計画を策定しました！ 
  

京都府立図書館では、「京都府立図書館サービス計画（平成 28年度～平成 32年度）」を

策定しましたので、お知らせします。 

この計画は、広く府民を対象としたアンケート(※)を実施し、あわせて外部有識者で構成

する検討会議でいただいた御意見を反映して策定したものです。 
 
 
 
 
 
 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

◆◆◆◆    サービスデザインチームの設置サービスデザインチームの設置サービスデザインチームの設置サービスデザインチームの設置    

職員と図書館活動に関心のある外部の団体・個人によるサービスデザインチームを設置し、実験的なサー

ビスや新しい事業に取り組みます。その成果を広く公開し、波及させることで、新事業の芽を作ります。 

◆ 歴史ある図書館の演出と利用しやすい空間の構成歴史ある図書館の演出と利用しやすい空間の構成歴史ある図書館の演出と利用しやすい空間の構成歴史ある図書館の演出と利用しやすい空間の構成    

 日本で最初の公立の図書館である「集書院」の伝統を引き継ぐ府立図書館の歴史を感じられる演出をする

とともに、来館者が求める情報をスムーズに得られるよう案内します。 

◆ 知的な交流の場の創設知的な交流の場の創設知的な交流の場の創設知的な交流の場の創設    

多様な人々が互いに学び合い、対話・議論を行うことができる「知的な交流の場」を設置し、京都で活動

する様々な個人や団体をつなぎ、課題を解決する拠点となります。 

◆ 行政支援サービスの推進による府民への貢献行政支援サービスの推進による府民への貢献行政支援サービスの推進による府民への貢献行政支援サービスの推進による府民への貢献    

行政機関が課題解決に向けた施策を企画立案するためには、的確で幅広い情報を入手することが必要です。

このため、府立図書館が行政支援サービスを行うことを通じて、府民への新たな貢献を目指します。 

 

※府立図書館に関する府民アンケート調査 

 調査期間：平成 27年７～８月 

 調査対象：住民基本台帳からの無作為抽出による郵送方式（4,000名対象→有効回答 1,814名） 

図書館ホームページ上でのWEB方式（回答 680名） 

平成 28 年 3 月 30 日 

京 都 府 立 図 書 館 
広報用資料 

担当：京都府立図書館 総務課 企画調整係 片又・福島 

                Tel：075-762-4655   y-fukushima51@pref.kyoto.lg.jp 

京都府⽴図書館は「図書館」の新たな可能性を切り拓きます 

図書館は、人々が知的で創造的な人生をおくるため、人類の知的遺産である出版物を中心とし

た文化資源を適切に収集・保存し、活用・発信する場です。 

この理念を踏まえ、京都府立図書館は、従来からの市町村支援機能と調査研究支援機能を十分

に発揮しつつ、府立図書館が持つ資源を最大限活用して、新たな課題に直面する府民の知的活動

の拠点となります。 

現在、図書館をはじめ、文化・教育を取り巻く環境は、激しく変化しています。そのなかで、

府立図書館が十分に存在感を発揮するためには、常に斬新なサービスに挑戦し、新たな価値を造

り出す必要があると考え、府民に期待される存在となることを目指します。 

サービス計画からサービス計画からサービス計画からサービス計画から    
ピックアップ！ピックアップ！ピックアップ！ピックアップ！    



 
 
 
 

 

参参参参    考考考考    

 

かつて認識されていた「図書館像」は、貸出サービス中心のものですが、現在、府立図

書館はじめ各図書館は、社会の要請や利用者の求めに応じて、地域の実情に即した新し

い形のサービス運営に努めています。 

さらに、ＩＣＴの発展による情報の形態の多様化と、書籍をめぐる状況の激変のなかで、

府立図書館も新たな役割を模索しています。 

基本方針Ⅱ基本方針Ⅱ基本方針Ⅱ基本方針Ⅱ    

多様な文化資源多様な文化資源多様な文化資源多様な文化資源    

    

５ 多様な資料の収集・整理・提供 

６ 十分な収蔵空間の確保による資料の適格な保存 

７ 資料館・博物館・大学等と連携した文化資源の情報発信 

８ 電子図書館サービス・デジタルアーカイブなどへの展開 

９ 所蔵資料紹介・レファレンス業務の充実 

10 来館者への貸出サービス等の充実 

 
 
 

  

16 「知的な交流の場」の創設「知的な交流の場」の創設「知的な交流の場」の創設「知的な交流の場」の創設 

17 府立図書館の見える化の推進 

18 各種講座の実施と情報発信 

19 行政支援サービスの推進による府民への貢献行政支援サービスの推進による府民への貢献行政支援サービスの推進による府民への貢献行政支援サービスの推進による府民への貢献 

20 サービスデザインチームによる新たな取組への挑戦サービスデザインチームによる新たな取組への挑戦サービスデザインチームによる新たな取組への挑戦サービスデザインチームによる新たな取組への挑戦 

11 非来館サービスの充実 

12 障害者サービス等の拡充 

13    「歴史ある府立図書館」の演出「歴史ある府立図書館」の演出「歴史ある府立図書館」の演出「歴史ある府立図書館」の演出    

14    入りやすく利用しやすい空間の構成入りやすく利用しやすい空間の構成入りやすく利用しやすい空間の構成入りやすく利用しやすい空間の構成    

15 職員の育成 

    

    

１ 府内の各図書館とのネットワークの強化 

２ 市町村立図書館等への支援 

基本方針Ⅰ 
府内全域の図書館をつなぎ、⽀援するとともに、協⼒して図書館サービスを展開します 

３ 学校支援の充実 

４ 子ども読書活動の支援 

 

基本方針Ⅱ 
多様な⽂化資源の情報を取り扱い、歴史と⽴地を活かしながら、 
幅広い調査研究のニーズに応えます 

※※※※    ３つの基本方針／３つの基本方針／３つの基本方針／３つの基本方針／20202020 の項目／の項目／の項目／の項目／64646464 の具体策の具体策の具体策の具体策    により、斬新なサービスを開発・提供により、斬新なサービスを開発・提供により、斬新なサービスを開発・提供により、斬新なサービスを開発・提供    

背景背景背景背景    

 

基本方針Ⅲ 
議論し発信する場を提供し、課題を解決する拠点となることにより、 
⽂化の創造と地域の活性化に寄与します 

 

従来の機能
を核に 

「京都府⽴図書館サービス計画（平成 28 年度〜平成 32 年度）」 

概     要    

新たな 
挑戦 


